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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期

第１四半期連結
累計期間

第13期
第１四半期連結
累計期間

第12期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 600,100 636,7223,002,723

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△1,775 △10,040 275,207

四半期純損失（△）又は当期純利

益（千円）
△2,321 △7,944 156,334

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
34,434 △53 149,006

純資産額（千円） 1,686,1681,785,0941,800,740

総資産額（千円） 2,456,0992,660,7432,733,639

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額（円）

△104.24 △356.67 7,018.41

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 64.4 63.9 62.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　３．第12期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社、当社の子会社２社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　 当第１四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　　

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、平成23年3月11日に発生した東日本大震災の影響により企業

活動が停滞し、雇用情勢や設備投資も弱含みで推移しました。

　情報産業分野においては、クラウドコンピューティングやSaaSといった新規分野の拡大により、Webシステムの重

要性は一層高まっているものの、主に東日本大震災の影響を受けた地域や業種の設備投資に慎重な傾向が見られる

など、厳しい状況が続きました。

　このような情勢のもと、当社グループは、「①市場におけるプレゼンスの確立、②高い品質及び顧客満足度の実現、

③コーポレートガバナンスの充実」を当期の重点方針として掲げ、業績の向上に努めてまいりました。 

　具体的には、「市場におけるプレゼンスの確立」として、当社製品がＮＴＴドコモが提供する法人向けクラウド

サービス『モバイルグループウェア』に採用される等、スマートフォン等の新たな分野に対して積極的に事業展開

を図りました。

　また、株式会社富士キメラ総研発行の「ソフトウェアビジネス新市場2011年版」 の「ワークフロー市場」分野に

おいて、2008年の調査開始以来、４年連続第１位を獲得しました。

　「高い品質及び顧客満足度の実現」としては、市場や顧客から要望の高かった、高い開発生産性の実現を目的とし

て「intra-mart eBuilder Version7.2」の機能強化を実施し、「SAStruts＋S2JDBC」への対応を実施するなど、従

来より一層の開発生産性の向上を実現しました。

　この結果、当社グループの平成24年３月期第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高636,722千円

（前年同四半期比6.1％増）、営業損失8,073千円（前年同四半期は営業損失1,578千円）、経常損失10,040千円（前

年同四半期は経常損失1,775千円）、四半期純損失7,944千円（前年同四半期は四半期純損失2,321千円）となりま

した。

　セグメントの業績は、次のとおりです。

①　パッケージ事業

　「intra-mart」は、全国の特約店パートナを通じて販売しており、東日本大震災の影響により、一部案件で延期

や中断などが見られたものの、ワークフロー機能を強化した新製品を中心に、基盤製品が堅調に推移し、また保守

についても引き続き好調に推移しました。

　この結果、売上高は370,882千円（前年同四半期比9.2％増）となりました。 

　

②　サービス事業

　「intra-mart」を利用したシステム開発やコンサルティングなどの周辺サービスは、中国子会社のオフショア

開発の受注にかげりが見られるものの、昨年度から引き続きクラウド基盤・モバイルといった先進的な大型SI案

件の受注が続き、全般に堅調に推移しました。

　この結果、売上高は265,839千円（前年同四半期比2.0％増）となりました。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、711千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動について重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 56,000

計 56,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年７月29日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,275 22,275
東京証券取引所

（マザーズ市場）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株制度

は採用しており

ません。

計 22,275 22,275 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日　
－ 22,275 － 516,262 － 446,262

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 22,275 22,275 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 22,275 － －

総株主の議決権 － 22,275 －

 　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 727,229 849,087

関係会社預け金 403,671 454,103

売掛金 618,762 250,015

たな卸資産 ※
 14,016

※
 101,112

繰延税金資産 32,490 37,657

その他 77,994 104,559

貸倒引当金 △37 △35

流動資産合計 1,874,128 1,796,499

固定資産

有形固定資産

建物 34,341 36,482

減価償却累計額 △20,848 △22,259

建物（純額） 13,492 14,222

工具、器具及び備品 44,188 48,185

減価償却累計額 △23,823 △25,673

工具、器具及び備品（純額） 20,365 22,512

有形固定資産合計 33,858 36,734

無形固定資産

ソフトウエア 436,926 424,565

ソフトウエア仮勘定 133,245 132,620

その他 72 72

無形固定資産合計 570,244 557,258

投資その他の資産

投資有価証券 100,000 100,000

敷金及び保証金 96,652 111,315

繰延税金資産 56,889 57,402

その他 1,865 1,533

投資その他の資産合計 255,407 270,250

固定資産合計 859,510 864,244

資産合計 2,733,639 2,660,743
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 232,107 134,864

未払法人税等 62,687 4,599

前受金 380,567 510,720

賞与引当金 53,784 14,715

その他 122,113 121,717

流動負債合計 851,261 786,617

固定負債

退職給付引当金 80,159 87,551

資産除去債務 1,477 1,479

固定負債合計 81,637 89,031

負債合計 932,898 875,648

純資産の部

株主資本

資本金 516,262 516,262

資本剰余金 446,262 446,262

利益剰余金 778,328 754,791

株主資本合計 1,740,853 1,717,316

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △20,448 △16,597

その他の包括利益累計額合計 △20,448 △16,597

少数株主持分 80,334 84,375

純資産合計 1,800,740 1,785,094

負債純資産合計 2,733,639 2,660,743
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 600,100 636,722

売上原価 338,139 385,938

売上総利益 261,961 250,783

販売費及び一般管理費 ※
 263,539

※
 258,857

営業損失（△） △1,578 △8,073

営業外収益

受取利息 102 450

その他 394 46

営業外収益合計 496 497

営業外費用

為替差損 693 2,464

営業外費用合計 693 2,464

経常損失（△） △1,775 △10,040

税金等調整前四半期純損失（△） △1,775 △10,040

法人税等 △22,966 △3,568

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

21,191 △6,471

少数株主利益 23,513 1,473

四半期純損失（△） △2,321 △7,944

少数株主利益 23,513 1,473

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

21,191 △6,471

その他の包括利益

為替換算調整勘定 13,243 6,417

その他の包括利益合計 13,243 6,417

四半期包括利益 34,434 △53

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,864 △4,094

少数株主に係る四半期包括利益 28,569 4,040
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

※　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。　 ※　たな卸資産の内訳は、次のとおりであります。

　

仕掛品 12,308千円

原材料及び貯蔵品 1,708千円

　

仕掛品 98,772千円

原材料及び貯蔵品 2,339千円

　

（四半期連結損益及び包括利益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　

　従業員給与手当 93,678千円　

　　　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　

　従業員給与手当 93,662千円　

　業務委託費 53,156千円　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半

期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（の

れんを除く無形固定資産を含む。）の償却額は、次のとおりであります。　

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費　　　　　　　　　　　　95,332千円 減価償却費　　　　　　　　　　　　85,489千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月17日

定時株主総会
普通株式 15百万円 700円 平成23年３月31日 平成23年６月20日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 パッケージ事業 サービス事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 339,485 260,615 600,100

セグメント間の内部売上高又は振替高 174 35,846 36,020

計 339,659 296,461 636,121

セグメント利益 52,942 47,181 100,124
  
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額 　

報告セグメント計 100,124 　

セグメント間取引消去 △2,847 　

全社費用（注） △98,855 　

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △1,578 　

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 　該当事項はありません。
 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 パッケージ事業 サービス事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 370,882 265,839 636,722

セグメント間の内部売上高又は振替高 1,168 9,837 11,006

計 372,051 275,677 647,728

セグメント利益又は損失（△） 95,234 △15,100 80,134
  
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額

及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額 　

報告セグメント計 80,134 　

セグメント間取引消去 3,551 　

全社費用（注） △91,758 　

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

損失（△）
△8,073 　

　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純損失金額（△） △104円24銭 △356円67銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純損失金額（△）（千円） △2,321 △7,944
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前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千

円）
△2,321 △7,944

普通株式の期中平均株式数（株） 22,275 22,275

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　当第１四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・イントラマート(E05694)

四半期報告書

13/15



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年７月29日

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・イントラマート

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福　田　秀　敏　　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　木　正　志　　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エヌ・ティ

・ティ・データ・イントラマートの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

　監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・イントラマート及び連結子会社の

平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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